
 

 
 

県立有馬高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・国際理解教育の推進

を図り、国際色豊かな

学習環境を整えグロー

バル社会生き抜く人材

の育成を目指す。 

・「総合的な探究の時

間」をとおして自ら課

題を発見し解決する力

を育成する。 

・組織的な授業改善を

推進し「思考力・判断

力・表現力」「主体的

に学習に取り組む態

度」を重視した教育活

動の充実に取り組む。 

 

 

①-1 国際理解教育、指定
事業としての総合的な
学探究の時間を体系化
する。 

①-2 英語運用能力向上
に向けた手だてを実施
する。 

 
②「思考力・判断力・表
現力」をテーマに授業
を協働作成する。 

 

①-1 特色ある活動を通
し、身に付けさせたい能
力を整理し、横断性を明
確化する。 

①-2 実用英語検定取得意
欲向上のための英語指導
を組織的に実践する。 

 
②教科・科目に求められる
「思考力・判断力・表現
力」を踏まえた授業研究
を実践する。 

①-1 身に付けさせたい能
力と到達度を提示するこ
とができたか。 

 
①-2 組織的な検定意欲引
き出しのための方策が確
立したか。受験率はどう
であったか。 

②全職員参加による授業改
善研修を実施したか。 

 
 
 
 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

・部活動や特別活動等

の満足感をとおして豊

かな人間性を育み、規

範意識の向上など社会

性の醸成を目指す。 
・様々な困難や課題を
抱える生徒を含め、す
べての生徒一人ひとり
の個に応じた生徒支援
体制の充実を図る。 
 
 
 
 
 

①-1 特別活動の意義を理
解し、生徒自身が達成
度を分析する 

①-2 部活動継続性重視
し、学校生活の充実を
図る。 

②組織的な支援体制の確
立 

①-1 主体的な行事運営と
達成状況の評価の実施 

 
①-2 生徒と協働し、先を
見通した活動計画で活動
内容の充実度を図る。 

②各種アンケートの目的を
明確にし、支援体制を整
える。 

①-1 生徒による発信や自
主評価が実施できたか。 

 
①-2 部活動継続率はどう
であったか。 

 
②いじめおよびサポートド
ックアンケートの対応結
果の分析 

     

３ 進路指導・支援 

・一人ひとり学校生活

の高い満足感を目指

し、自らの志に基づく

進路選択の実現に向け

た支援体制を充実させ

る。 
・教科指導等と進路指
導との連携を図り、キ
ャリア教育を充実す
る。 
 
 
 
 
 

①早期進学志望を引き出 
し、志に基づく進路選択 
を実現させる。 
②進路選択の視点から教
科学習への意欲を引き出
す。 

①情報提供の機会を見直
し、体系的な指導計画を
整備する。 

②学習習慣の確立および進
路選択へのニーズに合わ
せ講習・補習・検定試験
を実施する。 

 

①指導計画を改善すること
ができたか。 

 
②家庭学習時間の分析およ
び講習・補習の開講状況
と受講者数および検定受
検者数 

 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

・地域との連携・協働

で安全教育を推進し、

社会参画意識を高め

る。 
・コミュニティー・ス
クールをいかし、生徒
と地域で学校づくりを
行う。 
 
 
 
 
 

①安全・防災教育、美化
意識をさらに醸成し、
身の回りと地域の安全
を意識させる。 

②地域からのニーズを理
解し、有馬高校生のあ
るべき姿を整理する。 

①防災訓練および美化委員
会活動や地域清掃を見直
す。 

 
②生徒とともに地域の意見
を織り交ぜ校則を見直
す。 

 

① 学校美化が改善したか 
 
 
 
②どのような有高生の姿が
議論されたか。 
 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

・職員の人格的資質・

専門性の向上を図ると

もに学校における不祥

事防止を徹底する。 
・働き方改革の推進に
向けて、組織的な取
組を進めていく。 

 
 
 
 
 

①学校DX化を推し進め、
働き方改革につなげ
る。 

 
 
 
②わいせつ・個人情報の
取扱いを重点目標に据
え、対策改善する。 

 

①-1 ペーパレス可を推進
し、情報管理を徹底す
る。 

①-2 スクラップまたは統
合できる業務について職
員企画を募る。 

②名札着用、適切な生徒と
の距離感を学校全体に周
知する。 

 

①-1 マチコミやフォーム
が積極的に活用できた
か。 

①-2 学校全体で業務整理
を考えることができた
か。 

②職員・生徒ともに倫理指
針を理解させる機会を設
定したか。 

     

 

 


